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名称 属性

議決権所有割合（％）
発行する株券が上場されている

金 融 商 品 取 引 所 等直 接

所 有 分

合 算

対象分
計

大同特殊鋼株式会社
その他の

関係会社
34.34 ― 34.34

東京証券取引所　プライム市場

名古屋証券取引所　プレミア市場

株 式 会 社 光 通 信
その他の

関係会社
― 22.02 22.02 東京証券取引所　プライム市場

名称 理由

大同特殊鋼株式会社
当社の筆頭株主であるとともに、大同特殊鋼グループとの間に製品の販売お

よび製品の仕入、原材料の購入などの取引ならびに人的関係があるため。

2026年５月８日

各　位

会 社 名 東北特殊鋼株式会社

代表者名 代表取締役社長 成瀬　真司

（コード：5484）

問合せ先 取締役執行役員 板橋　弘昭

（TEL 0224-82-1010）

支配株主等に関する事項について

　当社のその他の関係会社である大同特殊鋼株式会社および株式会社光通信について、支配株主等に関す

る事項は、下記のとおりになりますので、お知らせいたします。

1. 親会社、支配株主（親会社を除く。）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会社の商号等

（2026年３月31日現在）

（注）株式会社光通信の間接所有22.02％（議決権個数16,347個）は、同社のグループ会社である光通信ＫＫ投資事業

有限責任組合の所有分6.57％（議決権個数4,881個）、ＵＨ Ｐａｒｔｎｅｒｓ　３投資事業有限責任組合の所

有分6.42％（議決権個数4,765個）、ＵＨ Ｐａｒｔｎｅｒｓ　２投資事業有限責任組合の所有分6.39％（議決

権個数4,744個）、エスアイエル投資事業有限責任組合の所有分1.62％（議決権個数1,202個）、光通信株式会

社の所有分1.02％（議決権個数755個）の合計です。

2. 支配株主等のうち、上場会社に与える影響が最も大きいと認められる会社の名称およびその理由

3. 親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係

【大同特殊鋼株式会社】

　当社は親会社等企業グループの事業分野の中で特殊鋼鋼材事業に属し、特殊鋼メーカーとして各

種特殊鋼鋼材を製造しているほか、機械部品や工具などの精密加工、ならびに熱処理加工を行って

おります。

　当社は主要原材料の一部を親会社等企業グループから購入しており、販売においても一部親会社

等企業グループを通じて行っております。取引の条件につきましては、他の取引先と同様に随時価

格交渉を行い、市況を踏まえて決定しております。
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名称 取引の内容 取引金額(千円) 科目 期末残高(千円)

大同特殊鋼株式会社

製品の販売 1,273,808
売掛金

電子記録債権

216,555

525,507

製品の仕入・

原材料の購入
2,710,275

買掛金

電子記録債務

332,952

420,543

　人的関係につきましては、幅広い経営視点を取り入れるため、親会社等である大同特殊鋼株式会

社から、総務人事部に１名、溶鍛鋼材工場に１名、製品戦略企画部に１名、技術統括部に１名出向

者を受け入れております。また、親会社等である大同特殊鋼株式会社の子会社である大同興業株式

会社から、当社の要請に基づき社外監査役として１名が就任しており、製品戦略企画部に１名出向

者を受け入れております。

当社は親会社等である大同特殊鋼株式会社の企業グループの一員として、自主経営を行いつつ相

互協力のもとに連携を図りながら社業の発展に努めておりますが、当該関係において独自の経営判

断を阻害する制約はなく、十分な独立性が確保されていると認識しております。

【株式会社光通信】

株式会社光通信は、当社の議決権を22.02％間接所有しており、当社は同社のその他の関係会社

であります。同社と人的関係において開示すべき重要な事項はございません。

また、株式会社光通信と事業上の取引関係はございません。また、事業活動、経営判断において

同社からの制約はなく、独自の経営方針に基づいて意思決定を行っていることから、十分な独立性

が確保されていると認識しております。

4. 支配株主等との取引に関する事項

【大同特殊鋼株式会社】

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

（注）取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

【株式会社光通信】

該当事項はありません。

以　上


